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―化学物質のリスクアセスメントの実施が義務になります― 

 

○ 一定の危険有害性のある化学物質（640 物質）について、リスクアセスメント、譲渡

提供時の容器などへのラベル表示が義務付けとなります。（６月１日施行） 

 

一定の危険有害性のある化学物質（640物質）について、平成28年６月１日から、業種、

事業場の規模にかかわらず、対象となる化学物質の製造・取扱いを行うすべての事業場に

リスクアセスメント
※１

が義務付けられます。 

また、譲渡提供時に容器などへのラベル
※２

表示も義務付けられます。 

 

※ 1 ＜リスクアセスメントとは＞ 

化学物質やその製剤の持つ危険性や有害性を特定し、それによる労働者への危険または

健康障害を生じるおそれの程度を見積もり、リスクの低減対策を検討することをいいます。 

 

※ ２ ＜ラベル表示とは＞ 

化学物質を譲渡提供者（メーカーなど）は、次の事項を記載したラベルを容器に貼付し

ます。 
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